
小野学区連絡協議会

20210(令和 3)年 1 月 17 日(日)

10：00 ～ 11：30

小野市民センター 大会議室

次 第

開会

会長挨拶 岩田和彦

出席者紹介

報告 経過報告 岩田和彦

議案 規約（案）について 事務局

意見交換

次回以降の課題など

その他 事務局

依頼事項 広報充実への協力

閉会
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連絡協議会名簿 2021/1/17

自治会役職 氏 名

(自治連合会長) 岩田 和彦

朝日１ 会 長 柴田 佳弘

副会長 橋本 衛一

副会長 吉本 丈一

朝日２ 会 長 内田 成康

事務局長 徳岡 厚

湖青１ 会 長 上田耕太郎

副会長 田尻 澄曠

副会長 丸山 達哉

湖青２ 会 長 永戸 久子

副会長 水野 末男

副会長 山本 有紀

水明１ 会 長 佐々木知子

副会長 坂本 久美

副会長 田中菜穂子

水明２ 会 長 戸嶋 祥浩

副会長 光谷 匡

副会長 栗原 和美

(事務局) 小倉 東一

庭山 純忠

関係団体役職 氏 名

自主防犯推進協議会会長 伊藤 彰

(同) 事務局長 和田 隆吉

北交通安全協会小野支部長 池上 龍雄

社会福祉協議会会長 高野 裕

民生委員児童委員協議会会長 渡邊 尚美

人権・生涯学習推進協議会会長 木下 順造

青少年育成学区民会議会長 細田 秀正

体育協会会長 山田 洋一

文化協会会長 新田まゆみ

小野シニアクラブ会長 新井 強介

小野学区女性会会長 濱奥 真弓
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報告 経過報告

資料「自主運営試行の課題リスト」参照

◯公民館自主運営試行

・市との確認事項（契約等） ・従事者の採用 ・規約案 ・委員・委員会選任

・従事者の勤務場所(当初と次年度以降) ・パソコン、電話等のインフラ

・費用発生処理 他

◯まちづくり協議会準備委員会立ち上げ

・1/17第５回連絡協議会で協議・合意形成

・・・・公民館自主運営試行の上記経過報告と承認

・4月に申請予定 補助金2年計40万円 購入・現金の執行は４月１日以降厳守

・公民館自主運営試行のメンバーで並行推進 ・会則案等
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資料①



- 4 -



- 5 -

議案 規約（案）について

小野学区公民館運営委員会規約（案）

（名称）

第１条 本会は、「小野学区公民館運営委員会」（以下「委員会」という）と称する。

（目的）

第２条 委員会は、公民館のコミュニティセンター化にともなう業務を円滑に進め、かつ地域が主体

的に管理することによって地域の交流や生涯学習などを推進することを目的とする。

（事業）

第３条 委員会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）公民館の運営及び管理業務に関する事業

（２）地域の交流や生涯学習などを推進するために必要な事業

（委員）

第４条 構成員は次のとおりとする。（別表）

（１）小野学区自治連合会長 １名

（２）小野学区の各自治会長 ６名

（３）小野学区を活動の拠点とする団体の代表 約１０名

（４）会長が推薦する小野学区在住の有識者 若干名

（事務所）

第５条 委員会の事務所は委員長宅に置く。

（役員）

第６条 委員会に次の役員を置く。

（１）委員長 １名

（２）副委員長 若干名

（３）会計 １名

２ 役員は委員の互選により選任する。

（役員の任務）

第７条 役員の任務は次のとおりとする。

（１）委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。

（２）副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故のあるときは、その職務を代行する。

（３）会計は、委員会の運営及び活動に伴う出納経理事務を担当する。

（役員の任期）

第８条 役員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。また、補欠選出の役員任期は、前任者

の残任期間とする。

（事務局）

第９条 本会に事務局を置くことができる。

（１）事務局員は、委員長の推薦により、委員会の承認をえなければならない。

（２）事務局員は委員長とともに協議して、委員会の円滑な運営のための準備をする。

（３）事務局員は、委員会に出席して発言できる。ただし、議決権は持たない。

（４）任期は 1年とし、再任を妨げない。

（会計監査）

第 10 条 委員会に会計監査を置く。

（１）会計監査は２名とし、委員以外の小野学区住民より選出する。



- 6 -

（２）会計監査は委員会の会計監査事務を担当する。

（３）任期は 1年とし、再任を妨げない。ただし、連続３年を越えることはできない。

（会議）

第 11 条 委員会は必要に応じで委員長が招集し、委員長がその議長となる。

２ 会議は委員の過半数の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数によってこれを決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。

３ 会議は、次の各号に掲げる事項を決定する。

（１）予算・決算に関する事項

（２）事業計画及び事業実施に関する事項

（３）規約の制定又は改廃等に関する事項

（４）その他委員会の運営に関し必要と認められる事項

（会計）委託料

第 12 条 委員会の経費は、委託料と事務管理費をもって充てる。

２ 委員会の会計年度は、毎年 4 月 1 目から翌年 3月 31 日までとする。

（監査と報告）

第 13 条 会計監査は、会計年度終了後に会計監査を行い、委員会に報告する。

（個人情報の保護）

第 14 条 委員会が活動を推進するため必要とする個人情報の取得、利用、提供、および管理につい

ては、別に「個人情報取扱特記事項」を定め、適正に運用するものとする。

（雜則）

第 15 条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会議で協議のうえ別に

定める。

附則

１ この規約は、令和３年４月１日から施行する。

２ 役員の設立初年度の任期は、第８条の規定にかかわらず、就任した日から令和４年３月 31

日までとする。

３ 委員会の設立初年度の会計年度は、第１２条の規定にかかわらず、設立した日から令和４年

３月３１日までとする。

資料②
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別表 資料③

自治連合会役職

役 職 自治会役職 氏 名 関係団体役職

会 長 岩田 和彦 自主防災会会長

副会長② 朝日１ 会 長 柴田 佳弘 人推協副会長

副会長① 朝日２ 会 長 内田 成康 社協副会長・＊環境

湖青１ 会 長 上田耕太郎 自主防災会副会長

湖青２ 会 長 永戸 久子

水明１ 会 長 佐々木知子 自主防犯副会長

会 計 水明２ 会 長 戸嶋 祥浩

会計監査 西川 一男 (30 年度自治連会計)

山本 啓一 (湖青２前自治会長)

事務局 小倉 東一 (水明１元自治会長)

小峰 健二 (水明２自治会元副会長)

庭山 純忠 (自主防災会統括部長)

内田 成康 (朝日２自治会長)

相談役 中西 達 (自主防災会相談役)

関係団体 有識者

自主防犯推進協議会会長 伊藤 彰

北交通安全協会小野支部長 池上 龍雄 和田 隆吉

社会福祉協議会会長 髙野 裕

民生委員児童委員協議会会長 渡邊 尚美

人権･生涯学習推進協議会会長 木下 順造

青少年育成学区民会議会長 細田 秀正

体育協会会長 山田 洋一

文化協会会長 新田まゆみ

小野シニアクラブ会長 新井 強介

小野学区女性会会長 濵奥 真弓

環境整備推進委員 ごみ減量 代表 内田 成康
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資料④

「まちづくり協議会設立の手引き」より
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資料⑤

小野学区まちづくり協議会設立準備会規約（案）

（名称）

第１条 本会は、「小野学区まちづくり協議会設立準備会」（以下「準備会」という。）と称する。

（目的）

第２条 地域の住民や団体が主体となって、相互の連携と協働により住み良い地域にするための小野

学区まちづくり協議会を設立することを目的とする。

（構成員）

第３条 構成員は次のとおりとする（別表）。

（１）小野学区自治連合会長 １名

（２）小野学区の各自治会長 ６名

（３）小野学区を活動の拠点とする団体の代表 約１０名

（４）会長が推薦する小野学区在住の有識者 若干名

（事務所）

第４条 事務所は会長宅に置く。

（事業）

第５条 第２条の目的を達成するため、次の事務を行う。

（１）小野学区まちづくり協議会の組織構成、運営体制、会則等に関すること

（２）小野学区まちづくり協議会設立までのスケジュールに関すること

（３）まちづくり計画書の策定に関すること

（４）「公民館運営委員会」の運営に関すること(規約は別に定める)

（５）その他目的を達成するために必要なこと

（役員）

第６条 次の役員を置く。

（１）会長 １名

（２）副会長 若干名

（３）会計 １名

（役員の任務）

第７条 役員の任務は次のとおりとする。

（１）会長は、会を代表し、会務を統括し、会議を招集して議長となる。

（２）副会長は、会長を補佐する。会長に事故のあるときは、あらかじめ協議し決定した順位

に従ってその職務を代行する。

（３）会計は、会の運営に伴う出納経理事務を担当する。

（役員の任期）

第８条 役員の任期は、小野学区まちづくり協議会が設立されるまでとする。

（事務局）

第９条 本会に事務局を置くことが出来る。

（１）事務局員は、会長の推薦により、構成員の承認をえなければならない。

（２）事務局員は、会長の業務を補佐し、準備会の円滑な運営のための準備する。

（３）事務局員は、すべての会議に出席して発言できる。ただし、議決権は持たない。
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（４）任期は 1年とし、再任を妨げない。

（会計監査）

第 10 条 準備会に会計監査を置く。

（１）会計監査は２名とし、構成員以外の小野学区住民より選出する。

（２）会計監査は準備会の会計監査事務を担当する。

（３）任期は 1年とし、再任を妨げない。

（会議の招集）

第 11 条 会議は、会長が必要と認めるときに開催する。ただし、構成員の過半数の請求があった場

合、会長は速やかに会議を招集しなければならない。

（定足数等）

第 12 条 会議は、構成員の過半数の出席により成立し、会議の議事は、出席者の過半数によって決

する。

（構成員以外の出席）

第 12 条 会長は、本会の目的を達成するのに必要な人物を招請して意見を求めることができる。ま

た第 10 条（3）に従い、事務局員はすべての会議に出席するものとする。

（経費）

第 13 条 準備会の経費は、小野学区自治連合会補助金、交付金、寄付金などの収入をもって充てる。

（会計年度）

第 14 条 準備会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

（会計帳簿の整備）

第 15 条 準備会は収支に関する帳簿を整備する。

（監査と報告）

第 16 条 会計監査は、会計年度終了後に会計監査を行い、準備会に報告する。

（情報の公開）

第 17 条 準備会の会議録及び会計帳簿については原則として公開する。

（個人情報の保護）

第 18 条 準備会が活動を推進するため必要とする個人情報の取得、利用、提供、および管理につい

ては、別に「個人情報取扱規程」を定め、適正に運用するものとする。

（雑則）

第 19 条 この会則に定めるもののほか、準備会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附則

この会則は、令和３年４月１日から施行し、小野学区まちづくり協議会の設立により、その効力を

失う。


